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テレビ設備のない国への訪問は例外だが、毎⽇、間違いなく、報道を確認。 

⾔葉がわからないことが多いが、画像から推測できる。 

今、国際報道やワールドニュース、クロアチア問題で、⼀部、⽇本でも⾒られる。 

オーストリアの旅でも、浮かれているわけではない。何しろひとり旅。安全な旅が絶対条件。 

オーストラリア⼈ばかりとは限らない。下記は、平和なオーストリアの光景。 

 

 

   

 

 

 

 



〜〜山はみどり 野に花 人にはこころ〜〜 

 

このホームページにもご紹介している、2017 年 12 ⽉〜2018 年 1 ⽉、 

パリに１ヶ⽉滞在型の取材旅。20 区を探訪。2017 年 10 ⽉まで特に、フランスでは事件勃発。 

フランス⼈の神経は、なんとなく、ピリピリしていたように感じた。 

渡航自粛後の訪問。当然、我が⾝にも、いろいろな事があったが、無事帰国。 

楽しいことだけ、発信しているが、⽇々のテレビ報道を⾒ていると、厳しい事が発⽣している。 

 

海外にて、報道も⾒ていないと、旅も、滞在生活も、危険が増す。 

関係あるなしに、置かれている環境や状況、⾝の程、時代の流れ、等々に、関⼼を持てる 

状況にあるのは有難いこと。最⼩限の自由で平和の有難さを再確認。感謝したい。 

しかし、フェイクニュース始め、なかなか、安心できる時代ではない。 

 

 

   
 

 

3 ⽉ 21 ⽇、夜７時には、夜の嵐⼭は、⼈がまばらだった。 

⽬につくのは、若いカップルと、時折、グループの若者たちだった。 

いい思い出つくりが、出来るといいのだが・・・ 


